
■
農
業
青
年
奨
励
部
門

平
成

年
に
就
農
し
、
Ｊ
Ａ
あ

１１

い
ち
中
央
青
年
部
に
加
入
。
い
ち

ご
栽
培
を
主
に
、
い
ち
じ
く
栽
培

に
も
取
り
組
む
。
生
産
技
術
の
向

上
や
作
業
時
間
の
短
縮
化
な
ど
を

図
り
、
良
質
な
生
産
物
の
栽
培
を

目
指
し
て
い
る
。
平
成

年
、
県

１４

下
の
農
業
後
継
者
で
組
織
す
る
４

Ｈ
ク
ラ
ブ
の
会
長
を
務
め
る
。
平

成

年
、
Ｊ
Ａ
あ
い
ち
中
央
青
年

１７
部
安
城
地
区
の
部
長
に
就
任
し
、

周
年
記
念
事
業
の
開
催
な
ど
に

１０尽
力
。
平
成

年
か
ら
Ｊ
Ａ
あ
い

２２

ち
中
央
い
ち
ご
部
会
の
部
会
役
員

を
務
め
、
産
地
の
発
展
に
寄
与
。

地
域
農
業
の
若
き
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
今
後
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
。

鹿
乗
川
東
の
約

㎞
に
ミ
ン
ト
を

２０

植
え
る
な
ど
、
環
境
配
慮
の
取
り

組
み
で
豊
か
な
地
域
作
り
に
貢
献
。

■
営
農
部
門

昭
和

年
就
農
。
平
成
８
年
に

４７

Ｊ
Ａ
あ
い
ち
中
央
チ
ン
ゲ
ン
菜
生

産
部
会
に
加
入
後
、
平
成

年
に

１１

同
部
会
長
に
就
任
し
、
通
算
５
年

に
わ
た
り
要
職
を
務
め
た
。
そ
の

間
、
環
境
保
全
型
農
業
の
導
入
推

進
と
雇
用
の
導
入
に
よ
る
経
営
規

模
拡
大
に
尽
力
し
、
同
部
会
を
平

成

年
度
全
国
環
境
保
全
型
農
業

１８
推
進
コ
ン
ク
ー
ル
に
て
農
林
水
産

大
臣
賞
に
導
い
た
。
平
成

年
か

１９

ら「
ふ
れ
あ
い
田
ん
ぼ
ア
ー
ト
」の

代
表
を
務
め
、
生
産
者
、
消
費
者
、

実
需
者
の
交
流
か
ら
、
食
と
農
の

信
頼
関
係
を
築
く
活
動
に
取
り
組

み
、
本
市
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
定
着
さ
せ
た
。
今
年
度
は
安
城

農
業
士
会
の
会
長
を
務
め
て
い
る
。

受
賞
者
は
次
の
皆
さ
ん
。

〈
敬
称
略
〉

■
地
域
づ
く
り
活
動
部
門

平
成

年
の
設
立
以
来
、
た
い

１９

肥
な
ど
有
機
質
資
材
の
施
用
や
技

術
研
究
会
の
実
施
、
大
豆
な
ど
へ

の
化
学
肥
料
・
化
学
合
成
農
薬
を

慣
行
か
ら
５
割
以
上
低
減
す
る
取

り
組
み
な
ど
、
環
境
負
荷
低
減
の

活
動
を
実
施
。
平
成

年
度
か
ら

２１

は
、
環
境
農
業
の
推
進
、
食
料
自

給
率
の
向
上
、
稲
作
農
家
と
畜
産

農
家
が
連
携
し
た
Ｗ
Ｃ
Ｓ（
稲
発

酵
粗
飼
料
）の
取
り
組
み
を
本
市

で
初
め
て
実
践
。
ま
た
、
カ
メ
ム

シ
対
策
と
し
て
安
城
農
林
高
等
学

校
と
連
携
し
、
ミ
ン
ト
の
苗
を
生

産
。
地
域
住
民
と
共
に
小
川
町
山

中
の
一
部
、
桜
井
小
学
校
周
辺
、

■問
▼
農
務
課

（
緯〈

〉２
２
３
３
）
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市
役
所
代
表

小川環境保全向上委員会（小川町）

石川和明（赤松町）
かずあき

鈴木平兵衛（安城町）
へい べ え

日
本
に
住
む

～

歳
未
満
の

２０

６０

人
は
、
国
民
年
金
に
加
入
し
、
保

険
料
を
納
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

歳
の
誕
生
月
の
前
月
に
、

２０

日
本
年
金
機
構
か
ら
加
入
案
内
が

届
き
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を
記

入
し
、
同
封
の
封
筒
で
返
信
し
て

く
だ
さ
い
。
後
日
届
く
年
金
手
帳

は
、
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

■
保
険
料
の
納
付

学
生
・
自
営
業
・
農
林
漁
業
な

ど
第
１
号
被
保
険
者
は
、
口
座
振

替（
届
け
出
が
必
要
）ま
た
は
日
本

年
金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ
る
納
付

書
で
、
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付

し
て
く
だ
さ
い
。

■
免
除
・
猶
予
制
度

学
生
や
、
収
入
が
少
な
く
保
険

料
の
納
付
が
困
難
な
人
は
、
一
定

の
要
件
に
該
当
す
れ
ば
、「
学
生
納

付
特
例
制
度
」「
若
年
者
納
付
猶
予

制
度
」「
保
険
料
免
除
制
度
」を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
申

請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

制
度
に
つ
い
て
詳
し
く
は
日
本

年
金
機
構
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト（http:

//w
w
w
.nenkin.go.jp/n/w

w
w
/index.htm

l
）を
ご
覧
く
だ

さ
い
。■問

▼
国
保
年
金
課

（
緯〈

〉２
２
３
１
）

７１

●
内
容

消
防
団
・
消
防
署
員
に

よ
る
一
斉
放
水
や
訓
練
披
露
、
東

山
中
学
校
生
徒
の
和
太
鼓
演
技
、

消
防
団
の
歩
み
を
紹
介
す
る
パ
ネ

ル
・
新
旧
ポ
ン
プ
の
展
示
な
ど

■問
▼
防
災
危
機
管
理
課

（
緯〈

〉２
２
２
０
）

７１

市
消
防
団
ൃ
଍

प
年

⚖０

消
防
出
初
め
式

●
と
き

１

月

日
掌
午

１３
前
９
時

分
３０

●
と
こ
ろ

安
城
消
防
署

※
駐
車
場
は

市
役
所
西
会
館
駐
車
場
を
利
用

し
て
く
だ
さ
い
。

歳
が
ス
タ
ー
ト
！「
国
民
年
金
」

２０

市
農
業
賞
受
賞
者
決
定

対
象
団
体
に
、
事
業
費
の
一
部

を
補
助
し
ま
す
。

●
対
象
団
体

市
内
在
住
の
５
人

以
上
で
構
成
し
、
規
約
な
ど
を
有

し
、
事
業
責
任
者
・
会
計
責
任
者

が
明
確
で
、
次
の
①
②
の
い
ず
れ

か
を
満
た
す
団
体

①
市
内
で
原
則
１
年
以
上
活
動
し

て
い
て
、
営
利
目
的
で
な
い

②
市
内
の
高
等
学
校
な
ど

●
対
象
事
業

岩
手
・
宮

城
・
福
島
県（
以
下「
東
北

３
県
」）で
活
動
す
る
団
体・

学
校
と
、
ス
ポ
ー
ツ
、
音

楽
、
地
域
復
興
な
ど
を
通

じ
、
東
北
３
県
ま
た
は
安

城
市
内
で
平
成

年
度
中

２５

に
開
催
し
、
東
北
３
県
お

よ
び
市
内
在
住
者
が
各
５

人
以
上
参
加
す
る
も
の

●
補
助
内
容

東
北
３
県

お
よ
び
市
内
で
開
催
す
る

事
業
の
交
通
費
な
ど
を
、

万
円
を
上
限
に
補
助

５０※
人
件
費
・
飲
食
費
・
宿

泊
費
・
団
体
運
営
費
な

ど
は
対
象
外
。

●
選
考

書
類
お
よ
び
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
審
査（
３
月
末
ま
で

に
結
果
を
通
知
）

●
申
し
込
み

１
月

日
捷
～
２

２１

月

日
晶
午
前
８
時

分
～
午
後

２２

３０

５
時

分（
松
掌
抄
を
除
く
）に
、

１５

申
請
書
、
収
支
予
算
書
、
団
体
な

ど
の
概
要
書
、
団
体
規
約
・
名
簿

な
ど
を
、
持
参
か
郵
送（
必
着
）で

市
民
協
働
課（
〒

－

８
５
０
１

４４６

住
所
記
載
不
要
）へ

※
申
請
書
な
ど
は
、
同
課
、
市
公

式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
配
布
。
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■問
▼
市
民
協
働
課

（
緯〈

〉２
２
１
８
）

７１

被被災地との交流を補助しま被災地との交流を補助しますす

「市長の周年記念日」

間
も
な
く
２
月

日
が
や
っ

１５

て
来
ま
す
。
こ
の
日
を
も
っ
て
、

私
は
市
長
在
職
満

年
を
迎
え

１０

る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
こ
の
１０

年
間
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
い

ろ
い
ろ
な
こ
と
が
脳
裏
を
よ
ぎ

の
う
り

り
ま
す
が
、
特
に
印
象
に
残
っ

た
も
の
を
３
つ
挙
げ
て
み
ま
す
。

若
者
の
活
躍

本
市
出
身
の
若

者
が
五
輪
で
活
躍
し
、
ま
た
国

際
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
で
優
勝
す

る
時
代
を
迎
え
ま
し
た
。
市
民

栄
誉
賞
を
新
設
し
、
頑
張
る
若

い
人
た
ち
を
み
ん
な
で
激
励
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

防
災
の
ま
ち
づ
く
り

都
市
基

盤
の
整
備
は
、
防
災
や
住
環
境

の
向
上
の
た
め
に
不
可
欠
で
す

が
、
利
害
が
複
雑
に
交
錯
す
る

た
め
、
住
民
の
合
意
形
成
が
大

き
な
障
害
と
な
り
ま
す
。
し
か

し
、
防
災
意
識
の
高
ま
り
も
あ

り
、
老
朽
住
宅
の
密
集
地
域
で
、

新
た
な
土
地
区
画
整
理
事
業
を

進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

健
全
な
財
務
体
質

私
た
ち
は

普
段
、
健
康
の
あ
り
が
た
さ
に

気
付
き
ま
せ
ん
が
、
財
務
体
質

も
同
様
で
し
ょ
う
。
リ
ー
マ
ン

シ
ョ
ッ
ク
・
東
日
本
大
震
災・

日
中
問
題
な
ど
の
歴
史
的
な
激

動
期
に
あ
っ
て
も
、
健
全
財
政

の
お
か
げ
で
市
民
生
活
の
安
定

支
援
を
図
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

年
前
の
就
任

１０
時
、

歳
の
青
年

４４

市
長
だ
っ
た
私
も
、

今
や

歳
。
気
が

５４

つ
け
ば
、
市
長
歴

で
は
三
河
地
方
の

最
ベ
テ
ラ
ン
と
な

っ
て
い
ま
す
。

自
ら
特
筆
す
べ

き
才
能
が
な
い
だ

け
に
、
一
過
性
の

流
行
に
踊
ら
さ
れ

る
こ
と
な
く
、
時

代
が
真
に
必
要
と

す
る
政
治
テ
ー
マ

を
熟じ

ゅ
く

慮
し
、
そ
れ

り
ょ

を
愚
直
に
実
行
し
て
き
ま
し
た
。

子
育
て
支
援
、
環
境
政
策
な
ど
、

未
来
へ
の
布
石
を
打
つ
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

変
化
の
激
し
い
時
代
の
中
、

一
貫
し
た
政
治
姿
勢
を
保
つ
こ

と
で
孤
独
感
に
苛
ま
れ
ま
し
た
。

さ
い
な

し
か
し
、
私
の
趣
味
で
あ
る
登

山
の
単
独
行
と
同
様
に
、
孤
独

を
、
静
か
な
思
索
の
ひ
と
時
と

し
さ
く

す
る
楽
し
み
方
を
覚
え
ま
し
た
。

登
山
に
例
え
れ
ば
、
今
の
時
代

は「
吹
雪
の
中
で
の
道
探
し
」と

い
っ
た
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
。
先

行
き
不
透
明
で
す
が
、
ま
ず
は

自
ら
の
立
脚
点
を
確
認
し
、
１０

年
の
経
験
に
よ
る
方
向
感
覚
を

発
揮
せ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

背
負
っ
て
い
る
の
は

万
市

１８

民
の
幸
せ
。
確
実
に
目
標
へ
到

達
さ
せ
る
使
命
が
、
ず
っ
し
り

と
重
く
感
じ
ら
れ
ま
す
。

孤独は思索のひと孤独は思索のひと時時

東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
交
流
事

業
の
実
施
団
体
を
募
集



臨
時
医
療
事
務
員

●
勤
務
内
容

患
者
受
け
付
け
、

会
計
事
務
、
機
械
入
力
な
ど

●
勤
務
日
時

捷
～
晶
午
後
７
時

分
～

時
、
松
午
後
４
時

分

３０

１０

３０

～
９
時

分（
う
ち

時
間
）、
掌

３０

４．５

抄
午
前
８
時

分
～
午
後
５
時

１５

（
う
ち
７
時
間
）ま
た
は
午
後
５
時

～
９
時

分（
う
ち
４
時
間
）

３０

※
患
者
状
況
に
よ
り
、
終
了
時
間

の
延
長
あ
り
。

●
勤
務
開
始
日

２
月
ご
ろ（
事

前
研
修
あ
り
）

●
勤
務
場
所

休
日
夜
間
急
病
診

療
所（
市
保
健
セ
ン
タ
ー
併
設
）

●
賃
金

時
給
１
２
０
０
円（
掌

抄
午
後
５
時
か
ら
の
み
１
５
０
０

円
）、通
勤
割
増
１
日

円
２００

●
定
員

１
人

●
選
考

面
接（
１
月

日
昭
）

２４

●
申
し
込
み

１
月
７
日
捷
～
１８

日
晶
午
前
８
時

分
～
午
後
５
時

３０

分（

日
松
～

日
抄
を
除
く
）

１５

１２

１４

に
、
写
真
付
き
の
履
歴
書
を
持
っ

て
市
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

～
正
午

●
内
容

デ
コ
ク
レ
イ
粘
土
に
よ

る
小
物
作
り

●
講
師

飯
田
恵
美
氏（
デ
コ
ク

め
ぐ
み

レ
イ
ア
カ
デ
ミ
ー
講
師
）

●
対
象

歳
以
上
の
人

１８

●
定
員

人（
先
着
順
）

１０

●
費
用

円
５００

●
申
し
込
み

１
月
８
日
昇
～
２４

日
昭
午
前
９
時
～
午
後
４
時

分
３０

（

日
昇
・

日
捷
・

日
捷
を

１５

２１

２８

除
く
）に
堀
内
公
園
へ

●
と
こ
ろ

堀
内
公
園

■
お
得
な
回
数
券
販
売

●
と
き

１
月
８
日
昇
～

日
昭

３１

（

日
昇
・

日
捷
・

日
捷
を

１５

２１

２８

除
く
）

●
内
容

回
数
券
１
冊
の
購
入
に

つ
き
、
有
料
遊
具
利
用
券
２
枚
を

進
呈

■
模
擬
店

●
と
き

１
月

日
松
・

日
掌

１２

１３

午
前

時
～
午
後
３
時（
景

１０

品
が
無
く
な
り
次
第
終
了
）

●
内
容

輪
投
げ
な
ど

●
対
象

小
学
生
以
下

●
費
用

各
１
回

円
１００

■
じ
ゃ
ん
け
ん
大
会

●
と
き

１
月

日
抄
午
前

１４

時
、
午
後
３
時

１０●
内
容

ス
タ
ッ
フ
と
じ
ゃ

ん
け
ん
。
勝
っ
た
ら
、
有
料

遊
具
利
用
券
を
進
呈

●
対
象

小
学
生
以
下

●
定
員

各

人（
当
日
先

５０

着
順
）

■
大
人
向
け
講
座「
花
の
小
物
作
り
」

●
と
き

１
月

日
晶
午
前

時

２５

１０

市
社
会
福
祉
協
議
会
臨
時
職

員●
勤
務
日
時

昇
～
松
午
前
８
時

分
～
午
後
５
時

分
で
週

時

３０

１５

２０

間
未
満
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
勤
務

（
抄
も
あ
り
）

●
雇
用
期
間

４
月
１
日
捷
～
平

成

年
３
月

日
捷（
平
成

年

２６

３１

２６

４
月
以
降
更
新
あ
り
）

●
定
員

各
１
人
程
度

●
選
考

面
接（
１
月

日
昌
）

３０

●
申
し
込
み

１
月

日
昌
～

１６

２５

日
晶
午
前
９
時
～
午
後
５
時（
掌

捷
を
除
く
）に
、
申
込
書
を
市
社

会
福
祉
会
館
へ

※
申
込
書
は
、
同
館
、
市
社
会
福

祉
協
議
会
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
配

布
。

■
介
護
員

●
勤
務
内
容

入
浴
・
食
事
介
助
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
送
迎
車
の

運
転
な
ど

●
勤
務
場
所

西
部
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー（
西
部
福
祉
セ
ン
タ

ー
内
）

●
賃
金

時
給
１
０
７
０
円
、
通

勤
割
増
１
日

円
２００

●
対
象

介
護
福
祉
士
ま
た
は
ヘ

■問
▼
堀
内
公
園

（
緯〈

〉５
９
４
７
）

９９

■問
▼
市
保
健
セ
ン
タ
ー

（
緯〈

〉１
１
３
３
）

７６
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市
役
所
代
表

ル
パ
ー
１
級
・
２
級
資
格
と
、
普

通
自
動
車
運
転
免
許
を
有
す
る
人

■
看
護
師

●
勤
務
内
容

看
護
師
業
務（
血

圧
測
定
、
た
ん
吸
引
な
ど
）、介
助

員
業
務（
入
浴
・
食
事
な
ど
の
生

活
介
助
、
送
迎
車
の
運
転
な
ど
）

●
勤
務
場
所

桜
井
地
域
活
動
支

援
セ
ン
タ
ー（
桜
井
福
祉
セ
ン
タ

ー
内
）

●
賃
金

時
給
１
４
０
０
円（
介

助
員
業
務
時
は
１
０
７
０
円
）、通

勤
割
増
１
日

円
２００

●
対
象

正
看
護
師
ま
た
は
准
看

護
師
資
格
と
、
普
通
自
動
車
運
転

免
許
を
有
す
る
人

■問
▼
市
社
会
福
祉
協
議
会

（
緯〈

〉２
９
４
１
）

７７

堀
内
公
園
の
催
し

臨
時
職
員
な
ど
を
募
集

■
素
早
い

番
通
報
が
、
事
件
解

１１０

決
の
カ
ギ

通
報
時
は
、
慌
て
ず
、
落
ち
着

い
て
話
す
の
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

●
携
帯
電
話
で
通
報
す
る
際
の
注

意
点

そ
の
場
で
警
察
官
を
待
つ
。

運
転
中
は
安
全
な
場
所
に
停
車
し

て
か
ら
通
報
。
近
く
の
目
標
物
を

確
認
し
て
か
ら
通
報
す
る
な
ど

■
警
察
の
相
談
専
用
電
話

番
は
緊
急
通
報
の
専
用
電
話

１１０
で
す
。
相
談
は
、
相
談
専
用
電
話

に
お
願
い
し
ま
す
。

●
日
時

捷
～
晶
午
前
９
時
～
午

後
５
時（
抄
・
年
末
年
始
を
除
く
）

●
相
談
専
用
電
話
番
号

＃
９
１

１
０
ま
た
は
緯

〈

〉９
１
１
０

０５２
９５３

●
そ
の
他

安
城
警
察
署
で
も
２４

時
間
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、

愛
知
県
警
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
内「
よ

く
あ
る
警
察
相
談
Ｑ
＆
Ａ
」も
ご

覧
く
だ
さ
い

■問
▼
市
民
安
全
課

（
緯〈

〉２
２
１
９
）

７１安
城
警
察
署

（
緯〈

〉０
１
１
０
）

７６
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に
、
優
秀
作
品
の
説
明
会
あ
り
。

●
そ
の
他

公

共
交
通
機
関
を

利
用
す
る
か
、

自
家
用
車
の
場

合
は
相
乗
り
で

ご
来
場
く
だ
さ

い

●
と
き

１
月

日
晶
～

日
掌

２５

２７

午
前
９
時
～
午
後
４
時

分（
３０

２５

日
は
午
前
９
時

分
か
ら
）

３０

●
と
こ
ろ

文
化
セ
ン
タ
ー

●
内
容

市
内
小
・
中
学
生
の
実

験
観
察
研
究
お
よ
び
発
明
工
夫
の

作
品
、
市
内
小
・
中
学
校
特
別
支

援
学
級
お
よ
び
安
城
養
護
学
校
の

作
品
を
展
示

※

日
・

日
午
前

時
・

時

２６

２７

１０

１１

分
、
午
後
１
時

分
・
３
時

３０

３０

■問
▼
教
育
セ
ン
タ
ー

（
緯〈

〉１
０
１
０
）

７５

昭和１４年１月１日の南吉

今
の
お
正
月
は
、
家
族
や
親

族
で
集
ま
っ
て
過
ご
す
の
が
定

番
で
す
が
、
戦
前
の
１
月
１
日

に
は
、
拝
賀
式
と
い
う
行
事
が

は
い
が
し
き

あ
り
ま
し
た
。
教
師
も
生
徒
も

学
校
に
集
ま
り
、
宮き

ゅ
う

城じ
ょ
う

遥
拝
、

よ
う
は
い

君
が
代
斉
唱
、
御
真
影
へ
の
敬

ご
し
ん
え
い

礼
な
ど
を
す
る
行
事
で
す
。
安

城
高
等
女
学
校
の
教
師
で
あ
っ

た
南
吉
も
、
拝
賀
式
に
参
加
す

る
た
め
、
１
月
１
日
に
は
学
校

へ
行
き
ま
し
た
。
そ
ん
な
南
吉

が
昭
和

年
１
月
１
日
を
ど
の

１４

よ
う
に
過
ご
し
た
の
か
、
当
時

の
日
記
か
ら
紹
介
し
ま
す
。

朝
、
学
校
へ
行
く
た
め
新
調

し
た
ワ
イ
シ
ャ
ツ
を
着
よ
う
と

す
る
も
、
カ
ラ
ー
が
う
ま
く
は

ま
ら
な
か
っ
た
り
、
カ
フ
ス
も

は
ま
り
づ
ら
か
っ
た
り
と
、「
元

旦
早
々
か
ら
こ
ん
な
向
つ
ぱ
ら

を
立
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
や

う
な
惨
め
な
自
分
の
運
命
に
腹

が
立
っ
た
」そ
う
で
す
。

濃
い
茶
色
の
、
目
の
荒
い
ズ

ボ
ン
を
は
き
、
上
に
は
黒
い
オ

ー
バ
ー
コ
ー
ト
。「
自
分
の
好
ま

な
い
色
彩
の
服
を
ま
と
つ
て
ゐ

る
こ
と
は
こ
ん
な
に
不
愉
快
な

も
の
か
」と
も
書
い
て
い
ま
す
。

通
勤
途
中
に
は
生
徒
か
ら
、

職
員
室
で
は
同
僚
か
ら
も
服
装

に
つ
い
て
指
摘
を

受
け
、
あ
ま
り
い

い
気
分
は
し
て
い

な
か
っ
た
の
で
す

が
、「
も
う
何
と
い

は
れ
よ
う
が
想
は

れ
よ
う
が
平
気
に

な
つ
て
し
ま
っ
た
」

そ
う
で
、
２
年
生

の
教
室
で
は「A

happy
new

year
to
you!

」

と
、
１
年
生
の
教

室
で
は「Ihope

you
a
very,

very
happy

new
year

」と

お
ど
け
な
が
ら
挨

拶
を
し
ま
す
。
南
吉
の
ユ
ニ
ー

ク
な
一
面
が
見
え
ま
す
ね
。

拝
賀
式
の
後
は
、
職
員
室
で

お
酒
と
す
る
め
と
ミ
カ
ン
に
よ

る
さ
さ
や
か
な
う
た
げ
。
同
僚

の
太
田
先
生
の
お
酌
で
お
酒
を

飲
み
ま
す
。
帰
宅
途
中
に
は
、

「
汽
車
に
の
る
と
中
が
温
い
の

で
酒
が
顔
に
出
た
が
、
ま
も
な

く
消
え
た
。」と
あ
り
ま
す
。
初

め
て
迎
え
る
女
学
校
で
の
お
正

月
の
雰
囲
気
に
浮
か
れ
て
、
少

し
飲
み
す
ぎ
て
し
ま
っ
た
の
で

し
ょ
う
か
。

学
校
を
出
て
か
ら
は
、
大
府

駅
前
の
店
で
タ
バ
コ
を
購
入
。

時
間
つ
ぶ
し
の
た
め
に
町
を
散

歩
し
な
が
ら「
正
月
の
川
の
中

な
る
杭
二
本
」と
い
っ
た
俳
句

を
考
え
ま
し
た
が
、「
安
易
で

駄
目
」「
文
字
が
並
ん
だ
だ
け
」

と
い
う
自
評
で
し
た
。

年
の
初
め
か
ら
、
生
徒
や
同

僚
と
一
緒
に
過
ご
し
た
り
、
文

学
の
こ
と
を
考
え
た
り
と
、
教

師
と
し
て
の
姿
、
文
学
者
と
し

て
の
姿
の
両
方
を
見
る
こ
と
が

で
き
る
、
安
城
高
等
女
学
校
赴

任
１
年
目
の
南
吉
で
し
た
。 学学生と歩いて学校へ向かう姿をイメージした南吉壁学生と歩いて学校へ向かう姿をイメージした南吉壁画画

小
中
学
生
科
学
賞
作
品
展「
か
が

く
の
ひ
ろ
ば
」

１
月

日
昭
は

番
の
日

１０

１１０


